
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北地方で活動しておられる模擬患者さん、医療コミュニケーション教育に関わっておられる先生方、興味を

お持ちの一般の方を対象としたセミナーを開催します。６回目を迎えた今回も楽しい企画で、参加者の皆さんに

役立つ企画にしたいと思っております。どうぞ、気軽にご参加ください。 

福島医大模擬患者の会         

コーディネータ  石川 和信 

 

 

仙台 SP 研究会 DAtTE 

響き合いネットワーク山形 SP研究会 

秋田大学ＳＰ会 

福島医大模擬患者の会 FAMCOM 

 

 

「‘ムラージュ’を体験しよう・・ 
 

演技のリアリティーを高める工夫を学ぶ」 
 

 

名古屋大学大学院医学系研究科 地域医療教育学講座 阿部 恵子 先生 
日本医科大学 医学教育センター          井上 千鹿子先生 

 

お問い合わせ先・お申し込み先   ※10 月 17日（金）までにお申し込みください 

福島県立医科大学 医療人育成・支援センター／教育研修支援課 

〒960-1295 福島県福島市光が丘１   Tel：024-547-1095   Fax：024-547-1989 

e-mail：famcom@fmu.ac.jp    HP ： http://www.fmu.ac.jp/home/cmecd/index.html 

医療コミュニケーションに関心のある方、模擬患者、医学生、看護学生、

臨床研修医、医師、看護師、検査技師、栄養士、その他の医療関係者 

 

-対象- 

申込用紙は 

裏面です 

 

日時:2014 年 11 月 1 日(土)13:00～17:00（受付 12:30～） 

場所:コラッセふくしま 5F 研修室 

内容:特別講演と演習 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※17:30～懇親会あります 

模擬患者グループの近況報告 

主催：公立大学法人福島県立医科大学医療人育成・支援センター、福島医大模擬患者の会 

共催：福島県立医科大学医学部後援会、福島県立医科大学看護学部後援会       

福島県立医科大学医師会、福島県立医科大学光が丘協議会          

 

医療用ムラージュによって、メイキャップの

テクニックを使って、さまざまな皮膚の病

変、点滴の痕、外傷や DV によるケガを再現

することができます。 

コミュニケーションスキルの学習におい

て、模擬患者のリアリティーを高める工夫の

ひとつとして、医療用ムラージュで何ができ

るか体験を通じて学びます。 

 



  ○ アクセス方法 

１．JR福島駅西口から徒歩約 3分 

２．駐車場のご案内 

・コラッセふくしま有料駐車場      ・民間有料駐車場 

（30分まで無料、以降 30分毎 100円）  （30分あたり 100 円～150円） 

※共通サービス券が使用可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 申込締切 

平成２６年１０月１７日（金） FAX ０２４－５４７－１９８９ 

 

必要事項をご記入の上、お申込みください。電話・メールでも受け付けます。 

TEL ０２４－５４７－１０９５ ／ E-mail famcom＠fmu.ac.jp 
 
 
 
 

 
福島県立医科大学医療人育成・支援センター行 

ふりがな 

お名前 

お勤め先 

ご職業（○で囲んでください） 

メールアドレス 

懇親会（○で囲んでください） 

お電話番号 

 

ご連絡先 

参加する    参加しない 

お名前 年齢 

 

 

 会社員  自営業  学生  ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ  無職  医療関係者 
 その他（            ） 

ご住所 


